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令和４年度の「調査報告書」では，調査の概要が以下のように示されている。
〔調査問題作成の枠組み〕
出題の範囲として，学習指導要領の第２章第３節算数における，「数と計算」，「図形」，「測定」，「変化と関係」，「データ

の活用」の各領域に示された指導内容をバランスよく出題することとした。なお，小学校第５学年までの内容となるようにし
ている。
また，評価の観点として，「知識・技能」，「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。

〔出題の範囲と評価の観点について〕
学習指導要領で求められている資質・能力を育成していくためには，学習過程の果たす役割が極めて重要であり，平成

28年12月21日の中央教育審議会答申では，「事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解
決し，解決過程を振り返って概念を形成したり体系化したりする過程」といった算数・数学の問題発見・解決の過程が示
されている。本調査の調査問題では，この算数・数学の問題発見・解決の過程を様 な々局面で捉え，調査問題作成の基
本理念に沿って，学習指導要領の考え方等を考慮し，「算数科の内容（領域）」，「主たる評価の観点」，「算数・数学の問
題発見・解決の過程における局面」の三つの視点で，調査問題の枠組みを表のように整理し，問題の作成に当たった。

小学校算数　調査の概要
令和４年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 分野 評価
観点

回答
形式

(a) 見いだした
事柄や事実を説
明する問題

(b) 事柄を調べ
る方法や手順を
説明する問題

(c) 事柄が成り
立つ理由を説明
する問題

1 (1) 1050×4 を計算する 被乗数に空位のある整数の乗法の計算
をすることができる

数
・
計

知 短
答

1 (2) 14 と 21 の最小公倍数を求める 二つの数の最小公倍数を求めることが
できる

数
・
計

知 短
答

1 (3) カップケーキ７個分の値段を，1470÷
３で求めることができるわけを書く

示された場面を解釈し，除法で求める
ことができる理由を記述できる

数
・
計

思 記
述 ○

1 (4)
85×21 の答えが 1470 より必ず大き
くなることを判断するための数の処理
の仕方を選ぶ

示された場面において，目的に合った
数の処理の仕方を考察できる

数
・
計

思 選
択

2 (1)
果汁が 25％含まれている飲み物の量を
基にしたときの，果汁の量の割合を分
数で表す

百分率で表された割合を分数で表すこ
とができる

変
・
関

知 短
答

2 (2) 果汁が 40％含まれている飲み物の量が
1000 ｍＬのときの，果汁の量を書く

百分率で表された割合と基準量から，
比較量を求めることができる

変
・
関

知 短
答

2 (3)
果汁が含まれている飲み物の量を半分
にしたときの，果汁の割合について正
しいものを選ぶ

示された場面のように，数量が変わっ
ても割合は変わらないことを理解して
いる

変
・
関

知 選
択

2 (4)
果汁が 30％含まれている飲み物に果汁
が 180 ｍ L 入っているときの，飲み物
の量の求め方と答えを書く

伴って変わる二つの数量が比例の関係
にあることを用いて，未知の数量の求
め方と答えを記述できる

変
・
関

思 記
述 ○

3 (1) 表のしりとりの欄に入る数を求める式
と答えを書く

表の意味を理解し，全体と部分の関係
に着目して，ある項目に当たる数を求
めることができる

数
・
計 

デ
ー
タ

知 短
答

3 (2) 分類整理されたデータから，全員の希
望が一つは通るように，遊びを選ぶ

分類整理されたデータを基に，目的に
応じてデータの特徴を捉え考察できる

デ
ー
タ

思 選
択

3 (3)
１年生と６年生が希望する遊びの割合
を調べるためのグラフを選び，そのグ
ラフから割合が一番大きい遊びを選ぶ

目的に応じて円グラフを選択し，必要
な情報を読み取ることができる

デ
ー
タ

知 選
択

3 (4) 1 年生の希望をよりかなえるためのポ
イント数の求め方と答えを書く

加法と乗法の混合したポイント数の求
め方を解釈し，ほかの場合のポイント
数の求め方と答えを記述できる

数
・
計

思 記
述 ○

4 (1)
示されたプログラムについて，正三角
形をかくことができる正しいプログラ
ムに書き直す

正三角形の意味や性質を基に，回転の
大きさとしての角の大きさに着目し，
正三角形の構成の仕方について考察し，
記述できる

図
形 思 記

述 ○

4 (2) 長方形のプログラムについて，向かい
合う辺の長さを書く

図形を構成する要素に着目して，長方
形の意味や性質，構成の仕方について
理解している

図
形 知 短

答

4 (3)
辺の長さや角の大きさに着目し，ひし
形をかくことができるプログラムを選
ぶ

図形を構成する要素に着目して，ひし
形の意味や性質，構成の仕方について
理解している

図
形 知 選

択

4 (4) 示されたプログラムでかくことができ
る図形を選ぶ

示された作図の手順を基に，図形を構
成する要素に着目し，平行四辺形であ
ることを判断できる

図
形 思 選

択



1

令和４年度の「調査報告書」では，調査の概要が以下のように示されている。
〔調査問題作成の枠組み〕
中学校数学科の調査問題は，中学校数学科の指導のねらいからみて，今後の学習において活用される基礎的・基本的

な知識及び技能や，その知識及び技能が，生徒が問題解決をしていく過程でどのように用いられているかについて明確にし
て出題することとした。なお，中学校学習指導要領（平成29年告示）解説数学編において，資質・能力を育成していくた
めには，学習過程の果たす役割が極めて重要であり，数学科においては，数学的に問題発見・解決する過程を学習過程に
反映させることが重要であると述べられていることから，生徒が目的意識をもって数学的に問題発見・解決する過程を遂行
することに配慮し，問題を作成した。
〔出題の範囲と評価の観点について〕
出題範囲として，学習指導要領第２章第３節数学における，「数と式」，「図形」，「関数」，「データの活用」の各領域に
示された指導内容をバランスよく出題することとした。なお，中学校第２学年までの内容となるようにしている。また，評価
の観点として，「知識・技能」，「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。

中学校数学　調査の概要
令和４年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 分野 評価
観点

回答
形式

(a) 見いだした
事柄や事実を説
明する問題

(b) 事柄を調べ
る方法や手順を
説明する問題

(c) 事柄が成り
立つ理由を説明
する問題

1 ４２を素因数分解する 自然数を素数の積で表すことができる
数
・
式

知 短
答

2 連立二元一次方程式　２x ＋ y ＝１　
y ＝ x ＋４　を解く

簡単な連立二元一次方程式を解くこと
ができる

数
・
式

知 短
答

3
ある予想がいつでも成り立つかどうか
を示すことについて，正しく述べたも
のを選ぶ

反例の意味を理解している 図
形 知 選

択

4 変化の割合が２である一次関数の関係
を表した表を選ぶ

一次関数の変化の割合の意味を理解し
ている

関
数 知 選

択

5 容器のふたを投げたときに下向きにな
る確率を選ぶ

多数の観察や多数回の試行によって得
られる確率の意味を理解している

デ
ー
タ

知 選
択

6 (1)
同じ偶数の和である２n ＋２n ＝４n に
ついて，n が９のときどのような計算
を表しているかを書く

問題場面における考察の対象を明確に
捉えることができる

数
・
式

知 短
答

6 (2) 差が４である２つの偶数の和が，４の
倍数になることの説明を完成する

目的に応じて式を変形したり，その意
味を読み取ったりして，事柄が成り立
つ理由を説明することができる

数
・
式

思 記
述 ○

6 (3) ある偶数との和が４の倍数になる数に
ついて，予想した事柄を表現する

結論が成り立つための前提を考え，新
たな事柄を見いだし，説明することが
できる

数
・
式

思 記
述 ○

7 (1)
コマ回し大会で使用するコマをヒスト
グラムの特徴を基に選び，選んだ理由
を説明する

データの傾向を的確に捉え，判断の理
由を数学的な表現を用いて説明するこ
とができる

デ
ー
タ

思 記
述 ○

7 (2)
箱ひげ図の箱が示す区間に含まれてい
るデータの個数と散らばりの程度につ
いて，正しく述べたものを選ぶ

箱ひげ図から分布の特徴を読み取るこ
とができる

デ
ー
タ

知 選
択

8 (1) 与えられたグラフにおいて，点Ｅの座
標を書く

与えられた表やグラフから，必要な情
報を適切に読み取ることができる

関
数 知 短

答

8 (2) 目標の３００k ｇを達成するまでの日
数を求める方法を説明する

事象を数学的に解釈し，問題解決の方
法を数学的に説明することができる

関
数 思 記

述 ○

9 (1) 証明で用いられている三角形の合同条
件を書く

証明の根拠として用いられている三角
形の合同条件を理解している

図
形 知 短

答

9 (2)
∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０° になる
理由を示し，∠ＥＢＦの大きさがいつ
でも６０° になることの説明を完成する

筋道を立てて考え，事柄が成り立つ理
由を説明することができる

図
形 思 記

述 ○
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〔調査問題一覧表〕

令和４年度の「調査報告書」では，調査の概要が以下のように示されている。
〔出題の範囲と評価の観点について〕
出題の範囲として，学習指導要領に示された目標及び内容などに基づき，「Ａ物質・エネルギー」，「Ｂ生命・地球」の二

つの内容区分から「エネルギー」，「粒子」，「生命」，「地球」などの科学の基本的な概念等を柱とした内容をバランスよく
出題することとした。なお，小学校第５学年までの内容となるようにしている。
また，評価の観点については，「知識・技能」，「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。

〔調査問題について〕
令和４年度調査問題は，上記の問題作成の基本理念に沿って，「知識」，「技能」，「分析・解釈」，「構想」，「検討・改善」

を枠組みの視点として位置付けて出題した。小学校学習指導要領（平成29年告示）解説理科編では，小学校理科の内
容の改善において，「小学校，中学校，高等学校の一貫性に十分配慮するとともに，育成を目指す資質・能力，内容の系統
性の確保，国際的な教育の流れなどにも考慮して内容の改善及び充実を図った」と記されている。そこで，令和４年度調
査において，小学校理科と中学校理科の調査問題作成の枠組みについては，統一を図った。

小学校理科　調査の概要
令和４年度　全国学力・学習状況調査

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 分野 評価
観点

回答
形式 知識 技能

分析
・
解釈

構想
検討
・
改善

1 (1) 見いだされた問題を基に，観察の記録が誰のも
のであるかを選ぶ

問題を解決するために必要な観察の視点を基
に，問題を解決するまでの道筋を構想し，自分
の考えをもつことができる

B
生
・
地

思 選
択 ○

1 (2)
自分の観察の記録と新たに追加された他者の観
察の記録を基に，問題に対するまとめを見直し
て書く

自分で行った観察で収集した情報と追加された
情報を基に，問題に対するまとめを検討して，
改善し，自分の考えをもち，その内容を記述で
きる

B
生
・
地

思 記
述 ○

1 (3)
昆虫の体のつくりの特徴を基に，ナナホシテン
トウが昆虫であるかどうかを説明するための視
点を選ぶ

昆虫の体のつくりを理解している B
生
・
地

知 選
択 ○

1 (4)
資料を基に，カブトムシは育ち方と主な食べ物
の特徴から二次元の表のどこに当てはまるのか
を選ぶ

提示された情報を，複数の視点で分析して，解
釈し，自分の考えをもつことができる B

生
・
地

思 選
択 ○

1 (5)
育ち方と主な食べ物の二次元の表から気付いた
ことを基に，昆虫の食べ物に関する問題を見い
だして選ぶ

観察などで得た結果を，他者の気付きの視点で
分析して，解釈し，自分の考えをもつことがで
きる

B
生
・
地

思 選
択 ○

2 (1) 一定量の液体の体積を適切にはかり取る器具の
名称を書く メスシリンダーという器具を理解している A

物
・
エ

知 短
答 ○

2 (2)
水 50 ｍ L をはかり取る際に，メスシリンダー
に入れた水の量を正しく読み取り，さらにスポ
イトで加える水の量を選ぶ

メスシリンダーの正しい扱い方を身に付けてい
る A

物
・
エ

知 選
択 ○

2 (3)
水溶液の凍り方について，実験の結果を基に，
それぞれの水溶液が凍る温度を見いだし，問題
に対するまとめを選ぶ

自分で発想した予想と，実験の結果を基に，問
題に対するまとめを検討して，改善し，自分の
考えをもつことができる

A
物
・
エ

思 選
択 ○

2 (4) 凍った水溶液について，試してみたいことを基
に，見いだされた問題を書く

自然の事物・現象から得た情報を，他者の気付
きの視点で分析して，解釈し，自分の考えをも
ち，その内容を記述できる

A
物
・
エ

思 記
述 ○

3 (1) 光の性質を基に，鏡を操作して，指定した的に
反射させた日光を当てることができる人を選ぶ 日光は直進することを理解している A

物
・
エ

知 選
択 ○

3 (2) 実験の結果から，問題の解決に必要な情報が取
り出しやすく整理された記録を選ぶ

問題に対するまとめを導きだすことができるよ
うに，実験の過程や得られた結果を適切に記録
している

A
物
・
エ

知 選
択 ○

3 (3)
鏡ではね返した日光の位置が変化していること
を基に，継続して同じ条件で実験を行うために，
実験の方法を見直し，新たに追加した手順を書
く

自分で発想した実験の方法と，追加された情報
を基に，実験の方法を検討して，改善し，自分
の考えをもつことができる

A
物
・
エ 

B
生
・
地

思 短
答 ○

3 (4) 問題に対するまとめから，その根拠を実験の結
果を基にして書く

実験で得た結果を，問題の視点で分析して，解
釈し，自分の考えをもち，その内容を記述でき
る

A
物
・
エ

思 記
述

4 (1) 冬の天気と気温の変化を基に，問題に対するま
とめを選ぶ

観察で得た結果を，問題の視点で分析して，解
釈し，自分の考えをもつことができる B

生
・
地

思 選
択

4 (2) 夜の気温の変化について，他者の予想を基に，
記録の結果を表したグラフを見通して選ぶ

予想が確かめられた場合に得られる結果を見通
して , 問題を解決するまでの道筋を構想し，自
分の考えをもつことができる

B
生
・
地

思 選
択

4 (3) 結果からいえることは，提示された結果のどこ
を分析したものなのかを選ぶ

観察などで得た結果を，結果からいえることの
視点で分析して，解釈し，自分の考えをもつこ
とができる

B
生
・
地

思 選
択

4 (4) 鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は，何が変化
したものかを書く

水は水蒸気になって空気中に含まれていること
を理解している

A
物
・
エ 

B
生
・
地

知 短
答
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令和４年度の「調査報告書」では，調査の概要が以下のように示されている。
〔出題の範囲と評価の観点について〕
出題の範囲として，学習指導要領の目標及び内容に基づき，第１分野の「エネルギー」を柱とする領域と「粒子」を柱

とする領域，第２分野の「生命」を柱とする領域と「地球」を柱とする領域からバランスよく出題することとし，二つの領域
を横断した問題も出題することとした。なお，第２学年までの内容としている。
また，評価の観点としては，「知識・技能」，「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。「知識・技能」では，自然
の事物・現象に関する「事実的な知識」と「知識の概念的な理解」及び観察，実験の「技能」に関する問題を出題して
いる。「思考・判断・表現」では，科学的な探究の過程において自然の事物・現象に関する知識を活用することで，思考力，
判断力，表現力等を把握する問題，科学的な探究の方法や理解に関する問題を出題している。
〔調査問題について〕
中学校理科の調査問題作成の枠組みについて，上述の基本的な考えを踏まえ，「知識」，「技能」，「分析・解釈」，「構想」，

「検討・改善」の５つの視点で整理することとした。

中学校理科　調査の概要
令和４年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕

大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 分野 評価
観点

回答
形式 知識 技能

分析
・
解釈

構想
検討
・
改善

1 (1) 日常生活の中で，物体が静電気を帯びる現象を
選択する

静電気に関する知識及び技能を活用できるかど
うかをみる

エ
ネ 知 選

択 ○

1 (2) 変える条件と変えない条件を適切に設定した実
験操作の組合せを選択する

実験において，変える条件と変えない条件を制
御した実験を計画できるかどうかをみる

エ
ネ 思 選

択 ○

2 (1) 観測した気圧と天気図の気圧が異なる理由を説
明する適切なモデルを選択する

気圧に関する知識及び技能を身に付けているか
どうかをみる

地
球 知 選

択 ○

2 (2) 気圧，気温，湿度の変化を読み取り，雲の種類
の変化と関連付けて，適切な天気図を選択する

画像と百葉箱の観測データを天気図に関連付け
て，天気の変化を分析して解釈できるかどうか
をみる

地
球 思 選

択 ○

2 (3) 上空の気象現象を地上の観測データを用いて推
論した考察の妥当性について判断する

他者の考察について，多面的，総合的に検討し
て，考察の妥当性や改善できるかどうかをみる

地
球 思 選

択 ○

3 (1) 分子のモデルで表した図を基に，水素の燃焼を
化学反応式で表す

水素の燃焼を分子のモデルで表した図を基に化
学反応式で表すことができるかどうかをみる

粒
子 知 選

択 ○

3 (2) 水素を燃料として使うしくみにおける水の質量
の変化について，適切なものを選択する

粒子の保存性の視点から化学変化に関わる水の
質量の変化を分析して解釈できるかどうかをみ
る

粒
子 思 選

択 ○

3 (3) 水素を燃料として使うしくみの全体を働かせる
おおもとを指摘する

知識や技能をもとに，水素を燃料として使うし
くみを分析して解釈できるかどうかをみる

エ
ネ 

粒
子 思 短

答 ○

4 (1) ２種の生物の形態の違いを生活場所や移動の仕
方と関連付け，その理由を説明する

生活場所や移動の仕方と関連付けて，体のつく
りと働きを分析して解釈できるかどうかをみる

生
命 思 記

述 ○

4 (2)
脊椎動物には骨格のつくりに共通点があること
から，カラスの関節 A に対応するヒトとカエル
のあしの関節を選択する

複数の脊椎動物のあしの骨格について共通性と
多様性の見方を働かせながら比較し，共通点と
相違点を分析して解釈できるかどうかをみる

生
命 思 選

択 ○

5 (1) おもりに働く重力とつり合う力の矢印を選択
し，その力について説明する

力の働きに関する知識・技能を活用し，物体に
働く重力とつり合う力を説明できるかどうかを
みる

エ
ネ 知 選

択 ○

5 (2) 課題に正対した考察を行うために，適切に処理
されたグラフを選択する

課題に正対した考察を行うためのグラフを作成
する技能が身に付いているかどうかをみる

エ
ネ 知 選

択 ○

5 (3) 考察の妥当性を高めるために，測定点，測定す
る範囲と刻み幅をどう変えるか説明する

考察の妥当性を高めるための測定値の増やし方
を，実験の計画を検討して改善できるかどうか
をみる

エ
ネ 思 記

述 ○

6 (1) 玄武岩の露頭で化石の観察が可能か判断し，そ
の理由を選択する

岩石に関する知識及び技能を活用できるかどう
かをみる

地
球 知 選

択 ○

6 (2) 陸上でサンゴの化石が観察されることについ
て，他者の考察を検討し，改善点を指摘する

垂直方向の移動だけで推論した他者の考察を，
検討して改善できるかどうかをみる

地
球 思 選

択 ○

6 (3) 東西方向と南北方向の露頭のスケッチから，地
層が傾いている向きを選択する

時間的・空間的な見方を働かせながら，地層の
傾きを分析して解釈できるかどうかをみる

地
球 思 選

択 ○

7 (1) 液体が気体に状態変化することによって温度が
下がる身近な現象を選択する

状態変化に関する知識及び技能を活用できるか
どうかをみる

粒
子 知 選

択 ○

7 (2) 一つの実験だけで行った考察について検討し，
必要な実験を指摘する

実験の結果が考察の根拠として十分かどうか検
討し，実験の計画を改善できるかどうかをみる

粒
子 思 選

択 ○

8 (1) アリが視覚情報を基に行列をつくるか調べた実
験の結果を基に課題に正対した考察を記述する

実験の結果を分析して解釈し，課題に正対した
考察を行うことができるかどうかをみる

生
命 思 記

述 ○

8 (2)
予想や仮説と異なる結果が出た場合，その意味
することや考えられる可能性について考え，実
験の操作や条件制御の不備の可能性を指摘する

実験結果の意味を考え，観察，実験の操作や条
件の制御などの探究の方法について検討し，探
究の過程の見通しをもつことができるかどうか
をみる

生
命 思 記

述 ○

8 (3) 生物 X が昆虫類かどうかアリと比較しながら，
観点と基準を明確にして判断する

生物の共通点と相違点を捉え，分類の観点や基
準を基に分析して解釈できるかどうかをみる

生
命 思 選

択 ○



4

特徴的な問題と対策
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

分野・領域
評価の
観点

問題
形式

1 (4)

がい数で答えを見積もる
際の，目的に応じた数の
処理の仕方を判断する。

日常生活の問題を解決するために，
目的に応じて，数量の関係に着目し，
数の処理の仕方を考えることができ
るかどうかをみる。

第４学年
Ａ 数と計算
(2) 概数と四捨五入

思考・
判断・
表現

選択式

！ チェック

85×21が1470より必ず大きくなる
ことがわかるためには，
85×21＞Ａ＞1470
の関係が成立するＡがあればよい。

！ チェック

目的に合った数の処理の仕方
85と21をがい数にするとき，両方と
も四捨五入ではなく切り捨てで80×
20とすると，
85×21＞80×20
が成立する。

！ チェック

85を四捨五入または切り上げで90×
20としたり，
21を切り上げで80×30としたりした
場合，元の85×21との大小は計算し
ないとわからない。

令和４年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問１(4)

小学校算数①

解答例 ア

１個入り85円のカップケーキ21個分の値段が1470円より必ず高くなることを見積もりによって確かめるために，
85と21をそれぞれ一の位の数を切り捨てて十の位までの概数にし，計算するとよいと考えることができている。

21
20

80
85

21
20

90
85

21
30

80
85
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教科書との関連

４年上 P.124～138「がい数」では，学習指導要領〔第４学年〕「Ａ 数と計算」「(2) 概数と
四捨五入」を取り扱っています。導入をコミック仕立てにし，児童の興味関心を喚起する構成です。

４年上 P.126で，四捨五入によるがい
数での表し方を説明しています。

４年上 P.137の３①では，四捨五入で
はなく，切り上げで考えないといけない
問題（目的に合った数の処理のしかた）
を掲載しています。

４年上 P.129～131で，がい数にする方法には四
捨五入のほかに切り捨てと切り上げがあり，目的に
応じて使い分ける必要があること，がい数にしてから
計算するがい算や，がい数のかけ算で答えを見積も
る方法など，さまざまな場面でがい数を活用できる
よう，生活に即した説明を取り上げています。

類似
問題
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特徴的な問題と対策

解答例

【求め方】果汁の量は，180÷30＝６で，
６倍になっています。果汁の量が６倍に
なると飲み物の量も６倍になるので，飲
み物の量は，100×６＝600で，600mL 
になります。

【答え】600（mL）

果汁の量180mL が30mL の６倍であ
ることを用いて，果汁の量が180mL の
ときの飲み物の量の求め方と答えを記述
できている。

小学校算数②

！ チェック

「果汁の量」と「飲み物の量」が比
例関係にあることを読み取る。

！ チェック

180÷30＝６の計算で，「果汁の量」
が６倍になっていることが分かる。

！ チェック

「果汁の量」が2倍，３倍…になれば，
「飲み物の量」も2倍，３倍…になる
ことを理解する。

！ チェック

「果汁の量」が分かっていれば，比例
の関係を使って，「飲み物の量」を求
められる。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
分野・領域

評価の
観点

問題
形式

２ (4)

伴って変わる二つの数
量が比例の関係にある
場合の，未知の数量を
求め方を考察し，表現
する。

問題場面の数量の関係に着目し，伴
って変わる二つの数量が比例の関係
にあることを用いて，未知の数量の
求め方と答えを式や言葉を用いて記
述できるかどうかをみる。

第５学年
Ｃ 変化と関係
(1) 伴って変わる二つ
の数量の関係

思考・
判断・
表現

選択式

令和４年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問２(4)
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教科書との関連

５年上 P.36～37で，２つの数量が比
例関係にあるかどうかを考える問題を取
り扱っています。

５年上 P.32～39「比例」では，学習
指導要領〔第５学年〕「Ｃ 変化と関係」

「(1) 伴って変わる二つの数量の関係」
を取り扱っています。

５年上 P.38，２⑤では，学力調査の問題とほぼ同様の，
伴って変わる二つの数量が比例の関係にある場合におけ
る，未知の数量を求める問題を掲載しています。

類似
問題

５年上 P.34～35で，伴って変わる二つの数量 と が
あって， が２倍，３倍，…になると， も２倍，３倍，…
になる関係が比例であることを説明しています。
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特徴的な問題と対策

！ チェック

正三角形を構成する要素に対応する
プログラムの命令を，一つ一つ順を
追って考える。

解答例 【記号】イ
【正しい命令】左に120°回転する。

回転する角の大きさについての命令を選び，回転する向きである左を記述できており，正三角形の一つの角の大きさ
が60° であることに着目し，180－60の計算をして，回転する角の大きさである120° も記述できている。

小学校算数③
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

分野・領域
評価の
観点

問題
形式

4 (1)

回転の大きさとしての
角の大きさに着目し，
正三角形の構成の仕方
を考察し，表現する。

示された方法を改善するために，回
転の大きさとしての角の大きさに着
目し，図形の構成の仕方について考
察し，表現することができるかどう
かをみる。

第３学年
Ｂ 図形
(1) 二等辺三角形，正三
角形などの図形

思考・
判断・
表現

選択式

令和４年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問４(1)

！ チェック

「左に60°回転する。」の命令の角度
に問題があることに気づく。

！ チェック

回転させる角度は，三角形の内側の角
である60° ではなく，180°－60°＝
120° になることを考える。

今回，プログラミングの手順を考える
問題が初めて出題された。図形を構
成する要素に着目して考える視点だけ
でなく，課題の中の複数の要素を一つ
一つに分解し，順を追って考える力が
求められる。

！ 新出
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教科書との関連

３年下 P.57で，３つの辺の長さが
等しい三角形を正三角形ということ
を説明しています。

４年上 P.59で，角の大きさは辺の
長さに関係なく辺の開き具合で決
まることを説明しています。

５年下 P.144～145では，「プログラミングのミ」として，プログラミングに特化したコーナーを
設けています。プログラムで正八角形をかくとき，「図形の１つの角を135° にするためにはロボッ
トが曲がる角度を180°－135°＝45° にすればよい」ことを考える類似問題を掲載しています。

類似
問題

３年下 P.54～69「三角形の角」では，学習指
導要領〔第３学年〕「Ｂ 図形」「(1) 二等辺三角
形，正三角形などの図形」を取り扱っています。

４年上 P.58～73「角」では，学習指導要領
〔第４学年〕「Ｂ 図形」「(5) 角の大きさ」を
取り扱っています。
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特徴的な問題と対策小学校算数④

！ チェック

かかれる図形の，辺の長さや角の大き
さの特徴をとらえる。２組の向かい
合った辺の長さが等しく，２組の向か
い合った角の大きさも等しいことに気
づく。

令和４年度 全国学力・学習状況調査 小学校算数 大問４(4)

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の
分野・領域

評価の
観点

問題
形式

4 (4)

示された作図の手順で
構成される要素に着目
し，どのような図形に
なるか判断する。

示された作図の手順を基に，図形
を構成する要素に着目し，平行四
辺形であることを判断できるかど
うかをみる。

第４学年
Ｂ 図形
(1) 平行四辺形，ひし形，
台形などの平面図形

思考・
判断・
表現

選択式

！ チェック

プログラムの命令を一つ一つ順を追っ
て考える。

！ チェック

もし４つの角がすべて90° なら，長方
形になる。長方形は平行四辺形の特
別な形のひとつ。

！ チェック

もし４つの辺の長さがすべて等しいな
ら，ひし形になる。ひし形は平行四辺
形の特別な形のひとつ。

解答例 ３

二組の向かい合う辺の長さがそれぞれ等しいことと，二組の向かい合う角の大きさがそれぞれ等しいことを捉え，平
行四辺形であると判断できている。
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教科書との関連

４年上 P.89で，平行四辺形では向かい合った
辺の長さが等しく，向かい合った角の大きさも
等しいという性質について説明しています。

４年上 P.74～101「垂直・平行と四角形」では，学習
指導要領〔第４学年〕「Ｂ 図形」「(1) 平行四辺形，ひ
し形，台形などの平面図形」を取り扱っています。

４年上 P.87で，向かい合った２組の辺がそれぞれ平
行な四角形を平行四辺形ということを説明しています。

４年上 P.91で，４つの辺の長さがすべて等しい四角形
をひし形ということを説明しています。
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特徴的な問題と対策中学校数学①
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

分野・領域
評価の
観点

問題
形式

3 －

予想が常に成り立つとは限
らないことを証明するため
には，反例を１つ挙げれば
よいことを理解する。

命題や推測した事柄について考察する
場面において，筋道を立てて考えるこ
とができるかどうか，及び，反例の意
味を理解しているかどうかをみる。

第２学年
Ｂ 図形
(2) 図形の合同

知識・
技能

選択式

！ チェック

予想がいつでも成り立つとはいえない
ことを示すためには，反例がひとつで
も挙げられればよい。

！ チェック

まず，この予想が成り立つかどうかを
考える。

！ チェック

図からも，平行四辺形にならない場合
があるので，いつでも成り立つわけで
はないと判断できる。

令和４年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問３

解答例 ウ

反例の意味を理解していると考えられる。

考え方のポイント

・�命題や推測した事柄について考察す
る場面において，筋道を立てて考え
る。

・�命題や事柄が常に成り立つことを説
明するだけでなく，常に成り立つと
は限らないことも説明できるように
する。
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教科書との関連

２年 P.165の問５では，ある命題や事
柄が成り立つかだけでなく，「常に成り
立つか」を，反例を挙げて説明する類
似問題を掲載しています。

２年 P.136で，正しい命題の仮定と結論を入れ替えた
「逆」は必ずしも正しくないことを説明したうえで，あ
る事柄が正しくないことを証明するためには反例を１
つ挙げればよいということを説明しています。

類似
問題

２年 P.132～133で，仮定をもとにして結論を導くにあたって何が
いえればよいかを考える，証明のすすめ方について説明しています。

２年 P.108～145「図形の性質の調べ方」の「２　図形
の合同」では，学習指導要領〔第２学年〕「Ｂ 図形」「(2) 
図形の合同」を取り扱っています。

２年 P.131 で，すでに分かっ
ている事柄を根拠にして，ある
事柄が正しいことを筋道を立て
て示す証明について説明してい
ます。
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特徴的な問題と対策中学校数学②
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

分野・領域
評価の
観点

問題
形式

5 －

ある事柄の起こる相
対度数は，試行回数
を増やすと真の確率
に近づいていくこと
を理解する。

確率を用いて不確定な事象を捉
え考察する場面において，多数
の観察や多数回の試行によって
得られる確率の意味を理解して
いるかどうかをみる。

第１学年
Ｄ データの活用
(2) 不確定な事象の起こりや
すさ

思考・
判断・
表現

選択式

令和４年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問５

！ チェック

ある事柄の起こる相対度数は，試行
回数を増やすと一定の数値に近づい
ていく。その数値が，その事柄の起こ
る確率であることを理解する。

！ チェック

表もグラフも，投げた回数が多くなる
につれて「下向きになる相対度数」
は0.6に近づいていることを読み取
る。

！ チェック

均一なコインであれば投げたときに上
向きになる確率と下向きになる確率
は同じ２分の１(0.5) であると考えら
れるが，この容器のふたは偏りがあり
同じ確率になっていないことに気づ
く。

解答例 イ

確率の意味を理解していると考えられる。

考え方のポイント

確率を用いて不確定な事象を捉え考
察する場面において，多数の観察や
多数回の試行によって得られる確率
の意味を理解し，不確定な事象の起
こりやすさの傾向を読み取って，数学
的に表現する。
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教科書との関連

類似
問題

１年 P.243～244で，ある事柄の起こりやすさについて，試行回数が少ないうちは相対度数に大
きな変動が見られるが，試行回数を増やすにつれて相対度数が一定の数値に近づいていくことを
示し，その一定の数値がその事柄の起こる確率であると説明しています。確率を数学的に計算で
きない事象でも，多数回の試行をおこなうことで確率を求めることができます。

２年 P.180で，正六面体（立方体）であるさいころを多数回投げた
ときに，特定の目が出た相対度数が６分の１(約0.17) に近づいてい
くことを説明しています。ここでは，正六面体のどの面の目も同じ確
率で出るということがポイントになっています。

１年 P.232～260「データの活
用」の「１　データの傾向の調
べ方」では，学習指導要領〔第
１学年〕「Ｄ データの活用」「(2) 
不確定な事象の起こりやすさ」
を取り扱っています。

１年 P.244の問７では，不確定な事象について
の多数回の実験の結果を数学的に解釈し，確率
の意味を考えられる問題を掲載しています。
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特徴的な問題と対策

解答例 ・アを選択して
コマＡの回った時間の方がコマＢの回った時間より５５秒以上の階級の度数の合計が大きいので，
コマＡの方がより長い時間回りそうなコマである。だから，コマ回し大会ではコマＡを選ぶ。
・イを選択して
コマＢの回った時間の方がコマＡの回った時間より最小値を含む階級の中央の値が大きいので，コ
マＢの方がより長い時間回りそうなコマである。だから，コマ回し大会ではコマＢを選ぶ。

コマＡ，コマＢのどちらを選択しても，ヒストグラムから読み取れるもう一方のコマよりすぐれている点を記述できてい
ればよい。

中学校数学③
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

分野・領域
評価の
観点

問題
形式

7 (1)

ヒストグラムからデータの
分布の特徴を読み取り，す
ぐれている点を考察し，表
現する。

データに基づいて不確定な事象を考
察する場面において，データの傾向
を的確に捉え，判断の理由を数学的
な表現を用いて説明することができ
るかどうかをみる。

第１学年
Ｄ データの活用
(1) データの活用

思考・
判断・
表現

記述式

令和４年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問７(1)

！ チェック

コマ A のすぐれている点
・�55秒以上の階級の度数の合計が大

きい
・最大値が大きい

！ チェック

コマ B のすぐれている点
・�45または50秒以上の階級の度数

の合計が大きい
・最小値が大きい

！ チェック

二つのヒストグラムのデータの分布の
特徴を読み取り，特徴を比較する。

！ チェック

「どちらのコマがより長い時間回りそう
か」という前提条件を読み取る。



17

教科書との関連

類似
問題

１年 P.233～235で，実験で得られたデータの特徴を考えるうえで注目すべき内容として，最大値，
最小値，範囲（レンジ）があり，データの散らばりの様子を分布ということを説明しています。

１年 P.236～239で，データの分布を度数分布
表やヒストグラムで表す方法を紹介し，ヒストグラ
ムで表すことで特徴を視覚的に把握できることを
説明しています。特に，ヒストグラムが山型になっ
ている場合はどれくらいの値が出やすいのかを判
断できますが，目的に応じて平均値，中央値，最
頻値のどれが代表値として適しているかを考える
ことが大切だということも説明しています。

１年 P.256の活用１(3) では，ヒストグラムで表されたデー
タの分布の特徴を読み取り，2つのヒストグラムの比較を根
拠として一方を選ぶ類似問題を掲載しています。
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特徴的な問題と対策中学校数学④
問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領の

分野・領域
評価の
観点

問題
形式

8 (2)

一定の割合で増加する量を表
すグラフは直線になることを
理解し，問題解決の方法を表
現する。

与えられた情報を読み，事象を数
学的に解釈し，問題解決の方法を
数学的に説明することができるか
どうかをみる。

第１学年
Ｃ 関数
(1) 比例，反比例

思考・
判断・
表現

記述式

令和４年度 全国学力・学習状況調査 中学校数学 大問８(2)

！ チェック

原点 O および A ～ G の７つの点は
ほぼ一直線に並んでいるので，これら
の点の上を通る直線のグラフをかき，
ｙ＝３００まで伸ばす。

！ チェック

グラフが  ＝300のときの  座標
が，目標の300kg削減を達成できる
日である（正確には，その  の値以
上で最小の整数である日）。

！ チェック

二酸化炭素削減量の合計が一定の割
合で増加するという仮定により，グラ
フは直線になる。

解答例 ・原点Ｏを通る直線のグラフをかき，  ＝ 300 のときの  座標を読む。
・  を  の比例の式で表し，その式に  ＝ 300 を代入し，  の値を求める。
・表の数値を用いて比例定数を調べ，その比例定数で二酸化炭素削減量の合計が 300kg になる日
数を計算する

正答の条件は以下の通りである。
＜グラフを用いることについて記述している場合＞
次の (a)，(b) について記述している。
(a) 直線のグラフをかいて利用すること。　(b)  座標が300のときの  座標を読むこと。
＜式を用いることについて記述している場合＞
次の (c)，(d) について記述している。
(c) 比例の式又は一次関数の式を求めて利用すること。　(d)  ＝300 を代入して，  の値を求めること。
＜表や数値を用いることについて記述している場合＞
次の (e)，(f) について記述している。
(e) 表や数値を用いて割合を求めて利用すること。
(f) 二酸化炭素削減量の合計が300 kg になる日数を算出すること。
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教科書との関連

類似
問題

１年 P.128～164「比例と反比例」では，学習指導要領〔第１学年〕「Ｃ 
関数」「(1) 比例，反比例」を取り扱っています。

１年 P.152では，身のまわりの問題を，比例・反比例の
考え方をあてはめて解決する類似問題を掲載しています。

１年 P.139～141で， のグラフは原点を
通る直線であること， が正のときは右上がり， が
負のときは右下がりのグラフになることを，生徒が実際
に作図しながら確認できる構成です。

１年 P.133 ～ 134 で，伴って変わる二つの数量  と  があっ
て，  が２倍，３倍，…になると，  も２倍，３倍，…にな
る関係が比例であることを説明しています。比例は 
という式で表すことができ，この  を比例定数ということ， 

 は負の数の場合もあることを説明しています。
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特徴的な問題と対策小学校理科①

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

1 （４）

資料を基に，カブトムシは育
ち方と主な食べ物の特徴から
二次元の表のどこに当てはま
るのかを選ぶ。

提示された情報を，複数の視
点で分析して，解釈し，自分
の考えをもつことができる。

〔第３学年〕
Ｂ 生命・地球
( 1 )
( ｱ ) ( ｲ ) 

思考・
判断・
表現

分析・
解釈

選択

令和４年度 全国学力・学習状況調査 小学校理科 大問１(4)

！ チェック

提示された〈資料〉について，
・育ち方（蛹になるか）
・主な食べ物（植物か動物か）
の２つの観点から分析する。

！ チェック

表から，1～4のグループ分けの分類
基準（主な食べ物・育ち方の２軸）
を読み取る。

！ チェック

資料を分析した結果をもとに，表の1
～4のどこと同じだと解釈できるかを
考える。

1 　提示された情報を複数の視点で分析・解釈（「生命」を柱とする領域）

考え方のポイント

・�表の形で提示された分類方法につ
いて，「何を基準に分けているのか」
をとらえる。

・�チョウとカブトムシという異なる種
に対し，表の分類基準に従って，資
料から必要な情報を読み取り，同じ
ものとして分類する。

解答例 １

〈こん虫の育ち方と主な食べ物〉の表から，育ち方と主な食べ物の二つ
の視点を捉え，カブトムシの〈資料〉を分析して，解釈し，表に位置付
けることが必要である。ここでは，蛹になり主な食べ物が植物であるこ
とを示す選択肢「１」を選ぶことが適切である。
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教科書との関連

類似
問題

類似
問題

３年 p. 64 ～ 65「やってみよう」では，
さまざまな昆虫の生活史を美しく分かり
やすい写真とともに紹介しています。
また，取り上げた４種の昆虫について，

「さなぎになる / ならない」を基準とし
た分類方法を紹介し，生物の差異点と共
通点を見出し分類する学習ができるよう
になっています。

４年 p. 174 ～ 175「やってみよう」で
は，「空気と水」「ものの体積と温度」「も
のの温まり方」「水の３つのすがた」の
４単元を横断して，物質（空気／水／金
属）を基準に学習内容を分類し，とらえ
直す活動を掲載しています。

３年 p. 9～13 では，さまざまな生物を観察する中で，児童の気づきから，
生物の差異点と共通点を見出してなかま分けする学習を設定しています。



22

特徴的な問題と対策小学校理科②

令和４年度 全国学力・学習状況調査 小学校理科 大問２(4)

！ チェック

「紅茶」を「水」に変えても，同じ現
象が起きることを読み取る。

！ チェック

はるとさんの「試してみたいこと」から，
【問題】を見つける。

！ チェック

「砂糖水を凍らせたもの」を，既知の
「水を凍らせたもの（氷）」と比較して，
その性質を理解する。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

２ （４）

凍った水溶液につい
て，試してみたいこ
とを基に，見いださ
れた問題を書く。

自然の事物・現象から得た情
報を，他者の気付きの視点で
分析して，解釈し，自分の考
えをもち，その内容を記述で
きる。

〔第４学年〕
Ａ 物質・エネルギー
(2) ア ( ｳ )

〔第５学年〕
Ａ 物質・エネルギー
(1) ア ( ｳ )

思考・
判断・
表現

分析・
解釈

記述式

２  自然の事物・現象を気付きの視点で分析・解釈（「粒子」を柱とする領域）

解答例 ・ほかの水よう液をこおらせた物は，水にしずむのだろうか。
（解答類型１）
・ミョウバンをとかした水よう液をこおらせた物は，水にし
ずむのだろうか。（解答類型２）

自然の事物・現象や他者の気付きを基に，差異点や共通点を捉えると
ともに，複数の対象から自然の事物・現象の性質や規則性などを把握
しようとすることや，観察，実験などの方法を見通すことなどを意識しな
がら分析して，解釈することが必要である。ここでは，はるとさんの試し
てみたいことを基に，『物が水に溶ける量は水の温度や量，溶ける物に
よって違うこと。また，この性質を利用して，溶けている物を取り出すこ
とができること (「学習指導要領」理科第５学年Ａ (1) ア ( ｳ ))』を活
用しつつ，「ほかの水よう液をこおらせた物は，水にしずむのだろうか。」
といった【問題】を見いだし，記述することが適切である。

考え方のポイント

・�砂糖水を凍らせたものという未知の
物質に対して，示された情報から既
知の物質（氷）との差異点を読み
取る。

・�はるとさんの言葉から砂糖水を「水
溶液」ととらえ，「ほかの水溶液（ま
たはミョウバンを溶かした水溶液な
ど，既知のもの）を凍らせたものは
水に沈むのか」という【問題】に気
づく。
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教科書との関連

５年 p. 144～152 では，水にものを溶かしたときの重さの変化や，水の温
度や量，溶かすものの種類によって溶ける量が変わることを扱っています。

６年 p. 150～151では，「５年生で学んだね」として，5年生の既習
事項を提示し，既知の知識に基づいて，未知の水溶液の性質を類推し，
確かめる実験を設定しています。

４年 p.34では，前の単元で学習した空気の性質を踏まえて，「水で同じようにしたとき
にどうなるか」に広げ，自ら課題を見出し，実験で確かめる活動を設けています。
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特徴的な問題と対策

解答例 鏡の向きか，かんの位置（解答類型１）
鏡の向き（解答類型２）
かんの位置（解答類型３）

太陽の位置が変化しても，鏡で反射した日光が同じように缶に当たり続
けるように実験の【方法】を検討して，改善することが必要である。こ
こでは，太陽の位置が変化し，鏡で反射した日光の位置が変わることか
ら，鏡の向きか，缶の位置を変えることについて解答することが適切で
ある。

小学校理科③

令和４年度 全国学力・学習状況調査 小学校理科 大問３(3)

！ チェック

時間経過とともに太陽の位置が変わ
るという知識から，はね返した日光の
位置がずれる原因を理解する。

！ チェック

「正しい実験」にするためには，缶に
日光が当たっている必要があることを
把握する。

！ チェック

時間経過とともに太陽の位置が変化
しても，缶に日光を当て続けるために
は，実験装置の何を変えればよいかを
考える。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

3 （３）

鏡ではね返した日光の位置
が変化していることを基
に，継続して同じ条件で実
験を行うために，実験の方
法を見直し，新たに追加し
た手順を書く。

自分で発想した実験の方
法と，追加された情報を
基に，実験の方法を検討
して，改善し，自分の考
えをもつことができる。

〔第３学年〕
Ａ 物質・エネルギー
(3) ア ( ｱ )( ｲ )
Ｂ 生命・地球
(2) ア ( ｱ )

思考・
判断・
表現

検討・
改善

短答式

3 　追加された情報を基にしたより科学的な考えへの検討・改善（「エネルギー」を柱とする領域）

考え方のポイント

・�はね返した日光の位置がずれる原因
を，既習の「太陽の動き」とつなげ
て理解する。

・�時間経過とともに太陽の位置が変
化するという新たな条件に対し，実
験装置の何を変えればよいかを考え
る。
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教科書との関連

３年 p.29～32では，木や校舎などの「動かないもの」の影が時間経過とともに「動く」
ことを確かめ，影の動きが太陽の位置の変化によるものであることを学習する活動を設
定しています。

４年 p. 27「まとめてみよう」では，季節に
よる気温の違いを計測した実験を例に，実験
計画のどこを改善すればよいかを考える問題
を掲載しています。

５年 p. 77「まとめてみよう」では，カボチャの
人工授粉を例に，これまでの学習を活かして実験
が失敗した原因を探り，実験計画を検討・改善す
る問題を掲載しています。

類似
問題

類似
問題
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特徴的な問題と対策小学校理科④

令和４年度 全国学力・学習状況調査 小学校理科 大問４(2)

！ チェック

「太陽が出ていない間は，晴れていて
も，くもっていても，気温は変化しない」
という考えが正しいと仮定して，冬の
夜の気温の変化がどうなるかを考え
る。

！ チェック

じろうさんの「仮説」を把握する。

考え方のポイント

・�冬の夜の気温の変化について，実際
の温度変化ではなく，じろうさんの
考えが正しいという仮定に基づいて
考える必要がある。

・�晴れていても，くもっていても，気温
は変化しない，という文章から，そ
れがどのような状態か，グラフに表
すとどうなるかを想定する。

！ チェック

仮定に基づいて考えた「冬の夜の気
温の変化」を，グラフで表現するとど
のようになるか考える。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

4 （２）

夜の気温の変化について，
他者の予想を基に，記録の
結果を表したグラフを見通
して選ぶ。

予想が確かめられた場合に得ら
れる結果を見通して , 問題を解
決するまでの道筋を構想し，自
分の考えをもつことができる。

〔第４学年〕
Ｂ 生命・地球
(4) ア ( ｱ )

思考・
判断・
表現

構想 選択式

4  　問題を解決するまでの道筋を構想（地学領域）

解答例 １

「冬の夜の気温は，どのように変化するのか。」という【問題】について，
予想を基に，観察の結果を見通すなど，【問題】を解決するまでの道筋
を構想することが必要である。ここでは，「晴れていても，くもっていても，
気温は変化しない」という予想を基に，結果を見通すため，気温が変
化していないことを示す選択肢「１」を選ぶことが適切である。
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教科書との関連

４年 p. 52「やってみよう」では，乾電
池で走る車を例に，学習した内容に基づ
いて車の動きを予想し，設計する活動を
掲載しています。

類似
問題

４年生では「理由をはっきりさせて予想しよう」を特に意識したいこととして
重点的に扱い，予想を立てて見通しをもつ力を育てる工夫をしています。

４年 p. 49，58など，
問題に対し，しっかり
予想を立ててから確
かめる構成です。

５年 p. 42「メダカの受精卵の変化」や，６年 p. 16「ろ
うそくが燃える前と燃えた後の酸素と二酸化炭素の割
合」など，５年生・６年生でも，根拠に基づいた予想（仮
説）を繰り返し丁寧に扱っています。
また，キャラクターのセリフとして掲載されている予想
は，児童の実感や既習事項を活かし，ひとつの考えに
沿って論理立った仮説になってます。

４年 p. 21では，雨の日の気温の変化について，これまでに学習したことや生活の中の体験を
根拠に，具体的に予想を立て，予想した内容をグラフとして表現する活動を設定しています。
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特徴的な問題と対策中学校理科①

令和４年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 大問２(3)

！ チェック

２枚の図版を比較して，飛行機雲のよ
うすのちがいを読み取る。

！ チェック

「飛行機雲」という現象を水蒸気の凝
結ととらえ，既習の知識（雲や霧の発
生）とつなげる。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

2 （３）

上空の気象現象を
地上の観測データ
を用いて推論した
考察の妥当性につ
いて判断する。

飛行機雲の残り方を科学的に探究す
る学習場面において，地上の観測デ
ータを用いて考察を行った他者の考
えについて，多面的，総合的に検討
して改善できるかどうかをみる。

第２分野 
(4) 気象とその変化　
( ｲ ) 天気の変化　
㋐ 霧や雲の発生

思考・
判断・
表現

検討・
改善

選択式

2 　天気の変化を科学的に探究する（「地球」を柱とする領域）

解答例 エ

雲の発生に関する知識を活用し，飛行機雲の高さの観測データが必要
であると判断している。このことから，考察を多面的，総合的に検討し
て改善できていると考えられる。

！ チェック

「下線部」がどこを指すかを読み取り，
示された「百葉箱の観測データ」が
意味するものと組み合わせて考える。

考え方のポイント

・「飛行機雲」という身近な現象を，
既習の「雲や霧の発生」とつなげて
とらえ直す。
・確かめたいこと（課題）について，
示されたデータから「言えること」と

「言えないこと」を考え，妥当な考察
を導く。
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教科書との関連

類似
問題

２年 p. 272 ～ 273「学び続ける理科マスター！」では，この単元
の学びを自分なりにまとめる活動を通して，雲ができるしくみの理解
と定着をはかっています。また，「キーワードマップ」では，雲のでき
るしくみや天気の変化と関連する日常の事柄を探し，それらを理科的
な見方・考え方から見つめなおす問いかけをしています。

２年 p. 221 では，気象観測に
おける計測方法や数値の読み方
を丁寧に解説し，それぞれの数
値の意味するところが理解でき
るようになっています。

２年 p. 237 ～ 240 では，探究活動を通して「雲のできるしくみ」を探り，
結果を考察してまとめています。

２年 p. 250 ～ 251 では，実際の雲の種類とその形状を写真を用いて図解しています。また，雲ができ
る高さを富士山や飛行機の飛ぶ高さと比較することで，具体的にイメージしやすくなっています。
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特徴的な問題と対策中学校理科②

令和４年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 大問５(2)

！ チェック

何を確かめるための実験なのかを把
握する。

！ チェック

図と文から，どのような実験をおこ
なったのか，計測した値は何かを読み
取る。

考え方のポイント

・�表から実験の結果を読み取って，縦
軸と横軸を正しく設定し，数値をプ
ロットする。

・�プロットした点と点の関係を「課題」
に対して考察し，グラフ化する。

・�実験結果から言えることだけでなく，
この条件だけでは言えないことにつ
いて考察する。

！ チェック

実験結果から，「言えること」「言えな
いこと」は何かを考える。
・�グラフの縦軸は何か
・�実験結果を正しくプロットするとど

うなるか
・�課題に対する考察となっているか
にも着目したい。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

5 （２）

「ばねが縮む長さは，加える力
の大きさに比例するか」とい
う課題に正対した考察を行う
ために，適切に処理されたグ
ラフを選択する。

課題に正対した考察を行
うためのグラフを作成す
る技能が身に付いている
かどうかをみる。

第１分野 
(1) 身近な物理
現象
( ｲ ) 力の働き
㋐ 力の働き

知識・
技能

技能 選択式

5 　　押して使うばねを科学的に探究する（「エネルギー」を柱とする領域）

解答例 ア

実験の結果の表から縦軸に縮む長さを設定し，更に，データをグラフ上
に表した点を適切に処理したグラフを指摘している。このことから，課
題に正対した考察を行うためのグラフを作成する技能が身に付いている
と考えられる。
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教科書との関連

１年 p. 172 では，おもりをつるしたばねの伸びをグラフ化し，ばねが受ける
力の大きさとばねの伸びの関係を考察する探究活動を設定しています。

１年 p. 6 ～ 7 では，中学校の理科の第一歩として「探究
活動の進め方」を丁寧に解説し，結果を分析して解釈する
という「考察」の重要性に触れています。

すべての探究活動において，「結果・考察」のページとその解説のページを分け，実験や観
察の結果に基づき自ら考察する力を養う構成を工夫しています。

１年 p.116，171 では，「グラフのかき方①」「グラフのかき方②」として，横軸・縦軸の決め方，
測定誤差の考え方や，実験結果を表やグラフにする利点を解説しています。
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特徴的な問題と対策中学校理科③

令和４年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 大問７(2)

！ チェック

実験とその結果から「言えること」と
「言えないこと」を考え，確かめたいこ
とに対して不足する条件を導き出し，
必要な実験を計画する。

！ チェック

何を確かめるための実験なのかを把
握する。

！ チェック

図と文から，実験計画の内容を把握
し，計測した数値が何を意味するのか
を理解する。

！ チェック

【課題】に基づき，この【考察】が妥
当であるか，実験結果を分析して解釈
する。

考え方のポイント

・実験の結果を考察する際に，実験
計画の妥当性をさまざまな角度から
検討する。
・この実験だけで言えることと確かめ
たいこととの間に無理な飛躍がない
か，あるならば何を補えばいいかを，
論理的に考える。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

7 （２）

吸湿発熱繊維に水蒸気を多く含
む空気を通した一つの実験だけ
で行った考察について，課題に
正対しているかどうかを検討
し，必要な実験を指摘する。

実験の結果が考察の根拠
として十分かどうか検討
し，必要な実験を指摘し
て，実験の計画を改善で
きるかどうかをみる。

第１分野 
(2) 身の回りの物
質
( ｳ ) 状態変化
㋐ 状態変化と熱

思考・
判断・
表現

検討・
改善

選択式

7 　水の状態変化を科学的に探究する（「粒子」を柱とする領域）

解答例 イ

水蒸気を変える条件，水蒸気以外を変えない条件として，水蒸気の有
無による実験の結果を比較する必要性を指摘している。このことから，
実験の計画を検討して改善できていると考えられる。
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教科書との関連

１年 p. 113「学びをいかす」
では，示されたグラフをもとに，
このグラフから「言えること」
を読み取る学習を掲載してい
ます。

類似
問題

１年 p.109では，状態変化と体積・質量の変化について，自分たちで仮説を
立て，実験方法を考える探究活動を設定しています。

２年 p. 72 ～ 73「学びを日常にいかしたら」では，学習内容（酸化銅の
還元）をさらに発展させ，酸化鉄の還元を例に，実験の結果や失敗から実
験計画の改善を具体的に考える問題を掲載しています。

すべての探究活動に「ふり返り」を設け，実験や観察を行う際に「結果を出して終わり」に
せず，常に探究活動を検討・改善する視点をもてるよう工夫しています。
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特徴的な問題と対策中学校理科④

令和４年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 大問８(2)

！ チェック

「操作 A も操作 B も行列をつくった」
という結果を与えられた上で，実験計
画を見直す。

！ チェック

図と文から，
・どのような予想をもとに，
・何を確かめるために，
・どのように実験をおこなったのか
を読み取る。

！ チェック

この人物の「操作 A で何かが足りな
かった」という主張を読み取り，それ
に沿って，実験計画に不足しているも
のを考える。

！ チェック

前提条件を把握しておく。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

8 （２）

予想や仮説と異なる実験
の結果が出る場合，その
意味することや考えられ
る可能性について考え，
実験の操作や条件制御の
不備の可能性を指摘する。

予想や仮説と異なる結果が出る場
合について，結果の意味を考え，
観察，実験の操作や条件の制御な
どの探究の方法について検討し，
探究の過程の見通しをもつことが
できるかどうかをみる。

第２分野
(3) 生物の体の
つくりと働き
( ｳ ) 動物の体の
つくりと働き
㋑ 刺激と反応

思考・
判断・
表現

構想 記述式

8 　アリの行列を科学的に探究する（「生命」を柱とする領域）

解答例 ・ においを消す（解答類型１）
・ 十分に板の間隔をとる（解答類型１）
・ 十分に地面を手でこする（解答類型2）

予想や仮説と異なる結果が出た場合について，変える条件の制御が不
十分である可能性を指摘している。このことから，探究の過程の見通し
をもつことができていると考えられる。

考え方のポイント

・実験計画の改善点について，「操作
A で何かが足りなかった」という点に
絞って考える。
・操作 A の「地面を手でこする」操
作と【調べたこと】【結果の予想】を
つなげ，実験操作の改善点を，全体を
見通して考える。
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教科書との関連

２年 p. 96～97 では，「光合成に必要な条件」を例に，
実験計画の立て方について，具体的に取り扱っています。

類似
問題

３年 p. 130 ～ 131「学びを日常にいかしたら」では，設定した課題（仮説）
に基づいて考察を改善したり，条件制御の改善点を見出したり，課題に対する
実験計画の手順を考える問題を掲載しています。

「確かめたいこと」に対し，実験 A ～ D それぞれについて，「実験計画」「結果」に基づいて検討する
ことで，実験計画に「何が不足しているか」を論理的に考えられるような活動になっています。

３年 p.120 の「ふり返り」
では，実験結果と考察につ
いて，これまでに学習した
こととも関連させて，その
妥当性を検証しています。
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〔学習状況調査　児童生徒用質問事項〕　※内容は小中共通

番号 質問事項
１ 朝食を毎日食べている
２ 毎日，同じくらいの時刻に寝ている
３ 毎日，同じくらいの時刻に起きている
４ 携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について，家の人と約束したことを守っていますか。

５ 普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，テレビゲーム（コンピュータゲーム，携帯式のゲーム，携帯電話やスマートフォンを使っ
たゲームも含みます。）をしますか。

６ 普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンで SNS や動画視聴などをしますか（携帯電話やスマートフォン
を使って学習する時間やゲームをする時間は除きます）。

７ 自分には，よいところがあると思う
８ 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思う
９ 将来の夢や目標を持っている

１０ 自分でやると決めたことは，やり遂げるようにしている
１１ 難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦している
１２ 人が困っているときは，進んで助けている
１３ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思う
１４ 困りごとや不安がある時に，先生や学校にいる大人にいつでも相談できる
１５ 人の役に立つ人間になりたいと思う
１６ 学校に行くのは楽しいと思う
１７ 自分と違う意見について考えるのは楽しい
１８ 友達と協力するのは楽しい
１９ 家で学校からの課題で分からないことがあったとき，どのようにしていますか。当てはまるものを全て選んでください。
２０ 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含みます）。

２１ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に
教わっている時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

２２ 土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている
時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

２３ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりざっどれくらいの時間，読書をしますか（教科書や参考書，漫画や雑誌は除きます）。
２４ あなたの家には，およそどれくらいの本がありますか（雑誌，新聞，教科書は除きます）。
２５ 新聞を読んでいますか。
２６ 読書は好きですか。
２７ 自然の中で遊ぶことや自然観察をすることがある
２８ 地域の大人に，授業や放課後などで勉強やスポーツを教えてもらったり，一緒に遊んでもらったりすることがある（習い事の先生はのぞ除く）
２９ 今住んでいる地域の行事に参加している
３０ 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある
３１ 放課後や週末に何をして過ごすことが多いですか。
３２ ５年生までに受けた授業で，PC・タブレットなどの ICT 機器を，どの程度使用しましたか。
３３ 学校で，授業中に自分で調べる場面で，PC・タブレットなどの ICT 機器を，どの程度使っていますか（インターネット検索など）。
３４ 学校で，学級の友達と意見を交換する場面で，PC・タブレットなどの ICT 機器を，どの程度使っていますか。
３５ 学校で，自分の考えをまとめ，発表する場面で，PC・タブレットなどの ICT 機器を，どの程度使っていますか。
３６ 学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか。
３７ 普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，スマートフォンやコンピュータなどの ICT 機器を，勉強のために使っていますか。
３８ 授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していましたか。
３９ 授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいた
４０ 授業では，各教科などで学んだことを生かしながら，自分の考えをまとめる活動を行っていた
４１ 授業では，自分の思いや考えをもとに，作品や作文など新しいものを創り出す活動を行っていた
４２ 授業は，自分にあった教え方，教材，学習時間などになっていた
４３ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていますか。
４４ 学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見直し，次の学習につなげることができていますか。
４５ 総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる
４６ あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級会で話し合い，互いの意見のよさを生かして解決方法を決めている
４７ 学級活動における学級での話合いを生かして，今，自分が努力すべきことを決めて取り組んでいる
４８ 道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいる
４９ 国語の勉強は好きだ
５０ 国語の勉強は大切だ
５１ 国語の授業の内容はよく分かる
５２ 国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ
５３ 算数（数学）の勉強は好きだ
５４ 算数（数学）の勉強は大切だ
５５ 算数（数学）の授業の内容はよく分かる
５６ 算数（数学）の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ
５７ 算数（数学）の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考える
５８ 算数（数学）の問題の解き方が分からないときは，あきらめずにいろいろな方法を考える
５９ 算数（数学）の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考える
６０ 算数（数学）の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしていますか。
６１ 理科の勉強は好きだ
６２ 理科の勉強は大切だ
６３ 理科の授業の内容はよく分かる
６４ 理科の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考える
６５ 理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ
６６ 将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたい
６７ 理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てている
６８ 理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなことが分かったのか考えている
６９ 理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り返って考えている
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